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昭和32年9月(1957) 一65一

編 集

◇昨年創刊の本誌も第2年 を迎え,本 年度より年2回

 発行の予定となり,こ こに第2号 をお送 りします。

 本号には特に30年度卒業生の卒論要旨を掲載しまし

 た。

◇編集委員を交代したのは夏休み直前のことであり,

 前期末までに発行との事でしたが,長 い休暇のため

 思う様に進まず,遅 刊したことをお詑びします。

◇第3号 原稿を別記の通り募集しますから奮つて御投

後 記

 稿下さる様お願いします。

◇本誌編集に関して御意見,御 希望等があれば委員ま

 で御申し出で下さい。        (太田記)

第3号   原 稿 募 集

締 切 日  12月20日

別記投稿規定により多数御投稿下さい。

投 稿 規 定

1.投 稿は食物学科に関係ある,綜 説,調 査,研 究報

 文,自 由論叢,研 究室だよ り,学 級 ・卒業生 だよ

 り,実 習記及び見学記 とし,食 物学会会員並に当

 食物学科の卒業生 とす る。原稿には前記区分 を明

 記す ること。

2.原 稿の取捨は編集会議で決める。又原稿中の字句

 については加除修正を行 うことがある。

3.原 稿には表題,著 者名及 び所属(卒 業生は卒業年

 次専攻)等 を併記 し,第1項 による区分 を明記の

 こと。

4.原 稿は400字 詰原稿用紙を用い30枚 以内とす る。

5.原 稿は平かな,新 かな使い横書 きとし,欧 語音読

 には片かなを用いる。但 し物質名,人 名等は欧文

 のままとす る。図は白紙又は青線方眼紙に町檸に

 墨書し,原 稿 とは別紙 とす ること。

6.動 植物の学名の下には一 を附け, (イタ リック

 体 となる),和 名は片仮名を もちい る。ゴヂック

 体にはWWの 下線をつける。数字 はすべてアラビ

  ア数字を用い・数量の単位は メー トル法によるを

  原則 とす る。

7.句 読点,カ ツコには1画 を与 え る。ハイフンは区

  画の罫線上に明瞭に書 くこと。

8.校 正は初校に限 り,著 者が行 う事 を原則 とする。

9.綜 説,研 究報文,自 由論叢については,希 望者に

  対し別刷20部 を贈呈す る。それ以上の希望数に対

  しては実費申し受ける。希望 者は原稿に希望数を

  朱記す ること。

10.原 稿の送付,連 絡は下記 とす る。

  京都市東山区東山七条

    京都女子大学食物学会誌編集委員宛
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